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タンパタ質の分子構造と機能In

(表紙説1明 )

表紙に描かれているのは、サメの'1種 (S■aπ
`αc磁,競繁 )の厳肉から採られた尋L酸肌水素酵素 (以

下LD童 と略す)の活性中心付近の立体図で、補酵
素NADと 基質ピルビン酸とが結合している様子を
示した。

LDHは 、筋肉の疲労の原因であ―る乳酸をピルビ
ン酸に変える働きがあり、またョーグルトなどの乳

駿菌鉄料も、澤t醸菌申のLD■ の働きで作られる。
表紙の図では、NADと ビルビジ酸|の原子を黒丸

にしてある。上の方‐にNADのアデノシン部分 (A
p口 )があり、LDHと の1結合にはァスパラギン1酸

(ASP-30,ASP-53)や ―
チロシン (TYR「 85)

などが、リン酸部分との結合にはアルギニン (AR
C-101)が、また下方にあるNADの ■コチンアミ
ド部分 (N Ic)お よびビルビン酸 (PYR)と の
結合には,、 ヒスチジシ (HlS-195)やア′レギニン

(ARG-171)な どのアミノ酸残基が関与しており、
反応そのものには、‐コチンアミド部分としスチジ
ン (HIS-1‐ 95)と が重要だとされている。

(生物化学教室 田隅二生)
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「

"Chemical " chemistry

昭和14年に化学科三年生になつた私が,木村健二

郎教授か らいただいた卒業論文のテーマは,「93番

元素について」 と「随伴鉱物間に於ける ラジウムの

分配」の二つであった。前者は人工放射能に関する

もの,後者は天然放射能に関するものであるが,そ

れ以来今 日まで私はずつとこの二種の放射能 と取組

んできたことになる。

卒論の ころは,0.Hahnら に よつて核分裂の現

象が発見 された直後であったが,0.Hahn が化学

者であることや彼が核分裂生成物の確認 (彼は もつ

と控え 目の表現を しているが )に用いた実験の方法

が正統的な“Chem ical"chem istryで あつたこ

とは当時の私を勇気づけるに充分であつた。以来t

放射能 と取組んだかかげで ,化学教室以外の多 くの

先生方とお会いし,い ろいろの分野の学問の面白さ

を教えていただいた。物理学者では仁科芳雄博士の

ような偉大な先生にロー リツツェン検電器による放

射能演1定の手ほ どきを受け,ま た先般定年になられ

た宮本梧楼先生には,手作 りの ガイガー計数管をは

じめて見せていただき,サ イクロトロンを用いて放

射化 した うさぎの骨などの放射能が どの程度かを知

る機会を得た。地球物理学,地質学,鉱物学の方々

からは,新しい年代測定法の面白さを教えられ,さ

らに人類学の渡辺直経先生や,考古学の専間家のお

かげで ,放射性炭素年代測定法 (hdiOcarbOn
dating)の 会合を通じて,遺跡 とか古文化財の興

味深 々たる一面 1/C触れることができた。植物や動物

の先生方 とは比較的最近まで御縁が薄かったのであ

るが,ア イソ トープ総合センターの世話を引受けて

から, トリチウムの生物学的効果の話 とか光合成に

おける最近の トビックな ども耳に入るようになつた。

多 くの専門の先生の揃っている理学部に勤めたこと

はまこと1/C幸せであったと雇め ことができる。

放射能測定は物理的演1定の一つであることは もち

ろんであるが,ま た化学的手法 も必要であることが

予想外に多い。放射線測定器の進歩は著 しく,金ぱ

斎 藤 信 房 (化学 )

く検電器,泉効計か らはじまってガイガーカウンタ

ー,そ して最近は半導体検出器 と多重波高分析装置 ,

液体シンチレーションカウンターなどつぎつぎと強

力な武器が現れるのを化学者の私は驚異の眼をもつ

て見守って きた。最近は物理的方法による非破壊分

析などが益々盛んとなり,化学などは不要 と思つて

いる若い人達 もいるようである。 ところが, “どつ

こい化学は生きている "と 言いたい。極低 ンベルの

放射能の測定には今でも分離化学や合成化学が大 き

な役割を果 している。たとえば,原子炉 で照射 した

生物学的試料などは,そのまま放射線測定器にかけ

て も,存在する全元素の定量は難 しい。ナ トリウム

などの成分が非破壊分析を妨害するので,化学分離

を必要 とするのである。放射性元素による年代測定

で も試料の分解 と化学処理は不可欠であり,ま して

液体シンチンーションカウンターを用いる年代測定

では,有機合成 さえ行 うことが必要 となる。また,

きれいなアルファ線スペクトルを得ようとすれば ,

均一な薄層をつ くる化学操作を必要とする。この よ

うな分離,合成,マ ウンチングには分離化学や合成

化学などの高度の知識 と経験を必要 とする。米国の

原子力研究所には多 くの核化学者がおり,中には核

4///」 理の人達 と同様に立派な論文をフィジカル レビュ

ーなど1/C投稿 している人がある。 しか し,面会 して

話を聞いたところでは大部分の彼等の強味はやはり

高度の化学的素養であった。長年放射能と取組んだ

私の得た結論は,化学者は何 よりも“Ohemical"

chemistryを 大切にすべきであると言 うことであ

る。これからも,専門の異 る人達 と組んで学際的研

究を続けていきたい と希望 しているが,私の乗る小

船が大洋 1/Cか ける作業 を終えて帰ってゆ く母 港 は

“Ohemi cal"chemi stryと よばれる港であろう。

定年を前にして,私に学問の面白さを教えて下さ

つた諸先生,私をあらゆる面で 助 け て 下 さ つ た

“supporting group"の 方表に心から感謝する。
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斎 藤 信 房 先 生

斎藤信房先生は昭和15年本学部化学科を御卒業後 ,

昭和16年京城帝国大学理工学部助教授に任ぜ られま

した。終戦後,昭和21年九州大学理学部に転任され

たのち,昭和24年に本学部助教授 1/6就任 されましれ

そ して昭禾口31年には本学部教授に昇任 され,無機化

学,放射化学講座を担当されて今 日に至りました。

斎藤先生の三十余年にわたる御研究は,天然の放

射性元素の地球化学的研究には じまり,反跳化学 ,

同位体の分離濃縮,放射化学分析など,無機化学・

放射化学の広い分野にわたつてお りますが,すべて

同位体化学―伺位体の性質や反応の解明とその応用

― とい う一貫 した観点に立つ ものであります。

先生の御研究の中tは ,原子核変換から生ずる励

起化学種の反応をしらべる反跳化学 (ホ ットア トム

化学 )で ありますが,昭和30年代から約20年間にわ

富  永 (化学 )

たつて独創的な手法を用いてこの分野の研究を系統

的に続けられ,その成果は世界的に高い評価を受け

ています。また,固相化学反応の研究への メスパ ゥ

アー分光法の応用 も欧米にさきがけた開拓的な研究

であると云えま しよう。わが国や朝鮮産の岩石,鉱

物 ,鉱泉沈殿物などにおける放射性同位体の地球化

学,と くrCラ ジウムの地域的分布についての研究は ,

初期の重要なお仕事のひとつでありますが,近年は

さらに岩石や鉱物の年令や成因 。起源の研究に同位

体化学の手法を取入れるなど,同位体地球化学の発

展に大きな寄与をされました。安定同位体の分離濃

縮や放射性同位体の製造・分離 。分析などについて

もきわめてユニークで多彩な御研究を行つてお られ

ます。この ように,わが国の無機同位体化学の発展

に先生が果 された先駆的指導的な役害」と御功績に対



して,昭和49年度日本化学会賞を受賞されました。

先生の御指導の下に育てられた 100名 近い弟子達

も現在,地球化学,分析化学,無機化学,放射化洋

の自ハ分野てそれぞれ活躍しております。後進の教

育にあたってはつねに化学者としての厳しい態度を

もつて臨まれましたが,一方,平生,先生に叱られ

たことのあるものは殆んどないほど弟子達の眼にう

つる先生は円満で公平な御人柄であります。

先生は研究教育ばかりでなく,科学技術行政,と

くに原子力研究行政にも貢献されました。学内にお

いては,多年の念願であった東京大学アイツトープ

総合センターが先生の御尽力により昭和45年に誕生

し,現在まで初代のセンター長を併任 してかられま

すが,このセンターは欧米の水準に比べても遜色の

ない立派な施設であります。

先生は昭和38年から約 2年間,国 際原子力機 関

(IAEA)の アィノトープ部長の要職をつとめられ,

骸 変換の化学効果J国際ツンポジウムの主宰をは

じめ国際学術協力に尽力されたほか,国連 ,Iモ几Ю

の畿つもの委員会で活躍され,多 くの国際会議の組

織・運営にも優れた手腕を発揮されました。この よ

うなめざましい国際的活動は先生の御業績の世界的

な評価に支えられたものであると同時に,先生が外

国語にきわめて堪育しであられ,かつ国際人としての

感覚を身につけてかられることを物語るものであり

ます。

先生は現在も日本化学会副会長として大変御多忙

でありますが,今後ともわが国の放射化学・無機化

学分野の柱として活躍されますよう心からお祈りい

たします。
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顧回カミ我

筆者は 6年間を 1週間と呼ぶ こととしている。人

生最初の 1週間は家庭にいた。 (も つとも後の方で

は しばら〈幼稚園にいつた。犬張子印の大 きな円い

印をつけていつた同じ園に高橋秀俊先輩が居 られた。

もちろんそ うい うこととは夢にも考えなかつた。)

第 2週間は小学 ,第 3週間は中学 ,中学は 5年だっ

たが 1年ゆっ くりした。第 4週間は高校と大学。卒

業以来理学部の御世話になり第 5,第 6,第 7週は

副手,助毛 助教授,第 8,第 9,第 10週は教授の

役 目を与え られた。わりに区切り良い人生を過させ

て頂いたと思つている。

さて 10週 間を過 ぎて, 自分の人生を貫いている方

針は何だつたろうかを考えて見た。 これはいろいろ

1972年  プラーグの高分子研究所における

シンポジウムでの講演 中にソ連の分子構造

研究者Volkenstein教授の書いた似顔絵

島 内 武 彦 (化学 )

表現 出来そうだが, どうも不精 と慾張りというのが

一番あたつているのではないかと思い恐縮 している。

しか しこの性格 も少し道楽的な処があり,不精を極

端に追求するあまり,それを成 し遂げるために大い

に勤勉にはた らいたりする自己矛盾をかかしている。

実験装置 も出来るだけ自動化 しようとした。 しか

し自分でつ くつた ものは大概 うま く行かず手 こづつ

た。後期の卒業実験の時,手廻しの卓上計算機を水

島先生か ら貸 して頂 き,こ れは便利 なものがあると

感服 した。爾来コンピューターとのつきあいは長い。

水島研究室で新 しい分光器がはいつた時,その波長

較正曲線を言十算するため十数台の手廻 し計算機を借

り集めて来て皆で計算 したことがあつた。なかなか

賑やかな音が出て,化学教室の前を通つている男が

「ォャ大学でもパチンコをやつているのか」と言つ

た実話がある。電子計算機ができてからはプログラ

ムは間違 つても直せば良いので有難い。高橋,後藤

両氏のパラメトロンには大変御世話になつた。コン

ピューターをあまりしばしば使ったので,少 しはサ

ー ビスを しなさい と言 うことになり大型計算機セン

ターをお世話することになつた。一体にプログラム

をやつている人達は 自己がいかに過ちを犯すことが

多いかを自覚 しているので大変つきあい易い。

最近コンピューター1/cか けるデータ格納容量が急

激に大き〈なつている。数年の うち1/Cは 1億頁の電

子 ノー トブックが使えそうである。 これは帰納的な

科学にとっては大いに役立つ。最近ではこの中に今

までのあらゆる化学現象の記録を整理 して しまつて

か くことを考えている。これは筆者の ような不精者

にとってはこの上なく便利である。 もちろん化学者

にとっては新 しい現象を発見することが何 よりの喜

びであるが,最近の ように研究者が多 くなっては新

しいかどうかを判定するのが一仕事であるので,多

くの方の共感を得て共同で仕事を進めている。小生

第 11週 日以後の仕事として格好の ものと愚考 してい

る。

う

う

″蠅 μ
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島内先生は昭禾日16年 3月 に理学部化学科を卒業 ,

21年11月 に化学科助教授,34年 4月 よりは教授 とし

て物理化学第一講座を担当されて教育と研究 につ く

された。 とくに分子分光学 と分子構造の分野で重要

な業蹟をあげられ,その うち,「赤外線吸収スペク

トル lrcょ る分子構造の研究 Jで 日本化学会賞 (39年

4月 ),「多原子分子の力場の研究」で 日本学士院

賞 (47年 6月 )を 受けられた。また,47年 よりは大

島 内 武 彦 先 生

宮 沢 辰 雄 (生化 )

型計算機 センター長 (併任 )と して,大 きな貢献を

されたが,こ の 3月 限 りで東京大学では定年になら

れる。

わた くしは,水島研究室で卒業実験をはじめた2

年 4月 より7年間あまり,直接 1/C島 内先生の御指導

を受けた。研究室における先生はいつ も笑顔 (写真 )

で,研究計画 などで御相談にい くと,「 ああいべ ゝ

といわれるのが常であつた。わた くしどもが伸びや
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かに生長する (か もしれない )の を励ま しつつ見ま

もつて下さつたらしい。 これは,ずいぶん寛大な教

育方針であったと思 う。

新 しい意外な実験結果には,先生は とくに強い関

心を示された。予期 どかりにならなかつたときには ,

「 うん ,お もしろいね」 といわれていつしょ1/C考え

て 〈ださった。意外な事実の発見こそ,化学 1/C新 し

い発展を もたらすもの として重要視 されたのである。

これとも関連するが,先生 は目的志向型の研究 より

も,な るべ くとらわれない自由なふんい きでの研究

をすすめられた。ひとには決 して威圧的でなくて大

らかであり,いわゆる効率をあげるよりはむ しろ,

真 1/C新 しい成果の生まれることを念じてか られた よ

うに思われる。

研究を大いに楽 しむのが先生のやりかたである。

分子構造モデルも大好 きで,紙細工で回転異性体の

モデルを作つて ,研究発表の ときにも利 用 された

(写真 )。 そのつぎは,プ ラスチック細工のモデル

で ,電気陰性度に応 じて原子を色わけし,内部回転

できるようにしてある (大 き〈て見やすいので講義

用に適 している )。 研究成果の発表 も,気負つたと

ころはな 〈, とても楽 しそ うで (写真 ),聞いてい

てわかりやすかつた。

かなり強い自信をもつて先生は,みずからの独特

の研究方法で通進された。その基調は基準振動計算

であつて, これによって,赤外吸収 とラマン散乱ス

ペ クトルを解析 し,分子 と結晶の構造 (原子配置 と

調禾ロポテンシャル )を 明らかにすることである。当

時の水島研究室では,中川一朗君 (現在は東北大学

教授 )も 振動計算のプロであった。手まわしの計算

器で行列 (5次 ぐらいまで )の 固有値問題を解 くの

である。後に電動式になるとともに,計算 もエス カ

レー トし, 9次の行列をい くつ も扱 うようrcな つた。

これにはかなりの 日数を要 したが, ともか くやりお

かせたのは,島 内先生の暖かいはげましのかかげで

ある。

その後,先生は物理化学第一講座を担当され,わ

た 〈しは大阪大学に移つた。先生は ,「 とにか く大

いに仲良 く,ま た活機に意見を交換 して東西で研究

を進めようではありませんか」 といわれたが,実際

に先生は,学会では振動スペク トルの研究のますま

すの発展のために,積極的 (生産的 )な コメン トを

され,ま たみずからもしばしば研究発表をされた。

46年 3月 ,生物化学教室では四人の教授が定年退

官 されることになり,島内先生はその後の人事選考

の世話を してかられた。わた くしは生物化学教室に

来ることになったが ,先生は教室の再建のために協

力 して 〈ださった。

最近の先生は大型計算機 センターの充実 と利用の

ために努力をつ くされ,それ とともに,学術情報を

学問研究に役立てるために新たな意欲でとりくんで

かられる。先生はまもなく定年 1/Cな られるが,今後

ますます健康に,そ して大いに楽 しみながら,新た

な仕事に独創性を発揮されることを期待 している。
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卒 業 前 後 の こ と

私は,いまで も故郷だと思っている朝鮮の京城で

生まれ,中学を出るまでそこで くらした。それから,

どうしたはずみか,父祖の故郷である宮城県の,仙

台をへて,東京 1/C出て 〈ることになってしまつたが,

ちようどそれは,理学部二号館ができて,植物の教

室が小石川の植物園か ら移って間 もない昭和12年で

あつた。

私は月ヽさいときか ら身体が弱 く,こ の ときも相変

らず虚弱のままで大都会に住むこと1/Cな りながら,

困つたこと1/C乗物 ぎらいであつた。私が乗つて酔わ

ないのは馬車 と入力車 くらいであつた。 このために ,

夏の休みなどには ,と にか く,フ ォー ドの幌かけの

乗合かなにかで,田舎まででだして,馬車で風景を

眺めるのを大きな楽 しみ とした。林道を通りながら

自然を観察するのは,私に とつて,無上の しあわせ

であつた。都会にもどると,こ の ようなわけで,人

力車が唯一のたのみで,仙台にいたころから,ひ と

にしられない ように,い つの間にか愛用することと

していた。東京にきてからは,気風のいい偉夫に出

会 うと,財布 1/Cい くらも残つていない ときで も,祝

儀をはずんで,意気がったりもするようになってい

た。

この ような身体の状態で,大都会のまん真中で ,

しかも,新 し〈もならなければならない植物学の勉

強ということで,私のなかには,著 しく,ち ぐは ぐ

なものが多かった。

中期 (2年 )の後半か ら,私は服部静夫先生 につ

いて勉強することになり,ま ず,ガ ッターマンの有

機化学の実習書で,基礎の実験を教えていただくこ

下郡 山 正  巳  (植物 )

とになった。順調に進むこともあったが,失敗 した

り,瑳鉄をきたすことも多かった。最初にア ミルア

ルコールの臭をかいだときには,何が何だかわから

ないままに昏倒 したし,ピ リジンをはじめて蒸留 し

たときには,いつのまにか,ほ とん ど失神 してしま

つていた。こうした打撃的なショックから,も とど

お りに立直るためには隙を久 〈ことが多かつた。こ

ういうときに私は,いつとはなし1/C,芝居,な かで

も歌舞伎の世界で,回復をはかることにしていた。

時期は多少前後するかもしれないが,いまでも,天

衣紛上野初花 ,菅原伝授手習鑑 ,伽羅先代萩などな

どのいろいろな場面が入乱れて, しか し,鮮明に浮

んで くる。最初にあげたものの後半 ,雪暮夜入谷畦

道‐羽左衛門の直侍がでると,木挽町界隈の蕎麦屋

というそばやが大入満員になるという話がいま も残

つていて,私 もそばが無性にたべた くなつたことを

ときどき想いだすことしきりである。いまだに私の

害」箸のつかい方が どうにもぎごちないのは,十五代

目のなんともいえない仕種の悪影響を うけたためか

もしれないと思 うことがある。

こうしたなかでの卒論のテーマは反応 しやすい水

酸基 と反応 しに 〈い水酸基 とが共在するときに,こ

の反応 し1/r〈 い水酸基に ブドウ糖を,ま ず有機化学

的 1/6入れてみるとい う内容の難題であつた。 どうに

かこうにか,き りぬけることができたが,それから

は,私の性分に合せて遅い乗物で酔わない ようにゆ

つ くりした旅を続けさせていただいた。申し訳がな

い気がするととも1/C,私 にとつて無上に しあわせな

旅だったことを感謝 したい気持でいっばいである。
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下 郡 山 正 巳 先 生

駒  嶺 穆  (植物 )

広報編集委員の木下先生から,こ の春定年退官さ  年同助教授になられ,37年以降は教授として植物生

れる下郡山正巳先生のことについて, “型破り"の  理学講座を担当され,通算 して約35年間一貫して本

一文をかくようにとのご依頼をうけて大変困惑した。 学部植物学教室でご研究と学生の指導ならびに教室

何故なら下郡山先生ほど型通りの道を歩まれた方は  と学部の運営に力をそそいでこられた。

少く,ま た先生ご自身も型を破らぬことを信条とさ   先生はご自分やご自分の学問を他人に語るのを好

えしてこられた方だからである。論 より証拠,先生  まれない。従ってご自身の学問の宣伝は得手とせず,

のご略歴がそれを示している。           一般的な雑誌や本にかかれたものは極めて少い。し

先生はか名前の示す通 り大正 6年巳年正月のか生  かし先生の学術論文はフラボノイドなどの植物色表

れである。昭和15年 3月 本学部植物学科をご卒業後, に関する生理化学的研究から,植物の呼吸,発芽 ,

昭和18年本学部副手,20年同助手,29年同講師,32  発根,組織分化等植物生理学のあらゆる分野を網羅

―-10-



θ

しているといつて よいほど,広範多岐にわたってお

り,限 られた紙面ではとて もご紹介 しされない。

この ように広い領域にわたる先生のご業績を通観

してみると,先生の学問に濃い影を落 している人物

が二人いるように思 う。一人は先生の恩師服部静夫

先生である。下郡山先生は服部先生のいわゆる一番

弟子で,服部先生の ライフワークであつた植物色素

特にフラボノイドの研究を継続発展された。当時有

機化学に偏 していたこの領域で hydroxychalcone

glycosi deの  flavanone glycosideへ の酵素

的転換をはじめて明らかにされるなど,植物化学に

生物学の息吹きを吹きこまれる ような優れた数々の

業績を残された。

もう一人はォース トリアの植物学者 Hans Molisch

ではないかと思う。彼は大正時代の ウィーン大学の

植物生理学の教授で,1923年 には東北大学に招かれ

て教鞭をとつた人であるが,植物に関する自然現象

を鋭い 日で観察 し,その しくみを化学的にときあか

した数多 〈の優れた業績を残 している。下郡山先生

はM01ischに直接薫陶を うけられたわけではない

が,常 々ご自分をMolischの 伝統 をうけつ ぐ最後

の人 といわれ,その著 BOtanische Versuche

ohne Apparatは 下郡山先生の座右の書 となつて

いる。 た しか に botanist の少 くなった植物生

理学の領域にあつて,Molischに優るとも劣 らぬ

植物学全域 にわたつての該博 な知識 と鋭い観察力 と

洞察力をもたれた先生は貴重な存在で,最後の

botanist というにふさわしい方といえ よう。

先生は巧みなユーモアを混えたユニークな,そ し

て しばしば “難解な "日本語を語 られる。 ご自身は

これを “高級な "日 本語 と称されて,内′心かなりの

自信をか もちの ようである。それ もそのはずで,先

生は明治の文豪落合直文の直孫にあたられるのであ

る。そのせいかどうか先生は校正の達人でどんな小

さなミスを も見逃さずに見つけ出す特技をお もちで

ある。校正能力は年をとると年 々落ちるというが ,

先生の場合にはこれは全 くあてはまらない。

また先生の語学力は抜群で,先生が解読される言

葉は, 8ヶ 国語に及んでいる。

先生は近年理学部の評議員や植物園長 として ad―

mini strati Onの 仕事につ 〈され,理学部の運営

に貢献 されてきた。 しか しこれは同時に先生から研

究を遠 ざけて しまつたのであり,先生の本来の姿は

不自然にゆがめられているように思えてならない。

「ルーペーつでも,研究はできる。」 これは常 日頃

先生が私共にいわれてきたお言葉であつた。ご退官

後はルーペーつで研究を楽 しまれ,厳 しいご批判 と

該博な知識で今後共,後進のご指導を頂けれは ある。
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<学部消息>

、1′ 2月理学部会合日誌

1月 12日餞 教 務 委 員 会 13.30～ 17.00

17日の 理 系 委 員 会 15.00～ 16.10

19日Q 教   授   会 13.30～ 16.10

24日 l■l 理 職 定 夕」交 渉 12.30～ 1340

2月 9日● 会 計 委 員 会 13.30～ 14.30

教 務 委 員 会 13.30～ 15.30

10日 内 企 画 委 員 会 15,30～ 17.00

14日の 理 系 委 員 会 15.00～ 16.10

16日的 人 事 委 員 会 10.00～ 13.00

教     授     会  13.30-16.30

21日の 理 職 定 例 交 渉 12.30～ 1340

23日 ● 会 計 委 員 会 13.30～ 1345

企画,新 同委員会 13.45～ 18.00

25日 0放 射線管理委員会 16.00～ 17.00

人

発令年月日

―-  51.12.31

- 52.1.11

tL  51.12.26

--  52.4. 1

司  52, 4. 1

- 52.331
--  52. 1. 1

教 授 会 メ モ

1月 ■9日 (水)定 例教 授 会

化 学 新 館 講 堂

1.前回議事録の承認
2.人事移動等報告
3.総長候補者選出のための代議員を選出
4.理学部規則の一部改正

必修および選択科目表の一部が改正された。
5.教務委員会報告 (寺山 )

2月 16日 (水)定 例 教授 会

化 学 新 館 講 堂

1.前回議事録の承認
2.人事移動等報告
3.理学部・転学科について

4.学士入学について

5, 昭禾口2年度情報処理関係内地研究員の受入れに

ついて

6.植物園長に古谷教授を選出
7.下郡山教授の御退官に伴って評議員に江上教授

を選出
8.人事委員に吉川 ,飯野 ,高橋 (fめ の3教授を ,

また,会計委員に岩堀 ,桑原 ,岡田の3教授を
それぞれ選出(いずれも半数交替 )

9・ 会計委員会報告(田村 )

10` 教務委員会報告 (寺山 )

11.全学一般教育ゼミナールについて(霜田 )

12.入試検討委員会報告 (伊藤 )

動異事

〔助 手 〕

教室  官職

数 学 助 手

化 学  ″

物 理  ″

数 学  ″

地 質  ″

数 学  ″

動 物

〔講師以上 〕

生 化 講 師

化 学 助 手

地 質 講 師

氏

坂

磯

安

砂

新

坂

井

英

順

恒

利

章

幸

憲

内

谷

藤

田

井

本

尻

退 職

休 職

復 職

名古屋大学講師昇任

静岡大学助手に転任

退 職

助手に採用

教育職 (一)2等級 (東京大学助教授理学
部 )に昇任させる

教育職 (一)3等級 (東京大学講師理学音D
に昇任させる

静岡大学助教授に昇任

-12-

学習院大学助教授

津 田塾大 学就職

猪 飼

脇 田

吉 田 鎮

篤

　

宏

52.2.1

52. 2. 1

52.4.1 理  学  部



外国人招へい研究者 (長期 )

Dunlop.D。 」

昭和 52年度日本学術振興会外国人
招へい研究者 (長期 )

受入責任者    受入期間

小嶋 稔 教授  昭
".4.1～53.3.31

(9か月間 )

備      考

トロント大学地球物理学部 準教授

渡   航   目  的

第 1回 国際鳥類内分泌 シンポジウム出席
及び研究連絡

第 4回 冬期固体物理研究会議出席か よび
研究連絡

“生体高分子 と生体膜の電気的性質 "ン
ンポジウム出席

理論物理学の領域に関する国際会議出席
及び冬の学校参加

素粒子理論の研究

電気化学に関するゴー ドン研究会議出席
お よび研究連絡

維異品「苑姦場進単誕畠手言霧発
次航海

黒四仄咀鴬後〕藤轟革層轟姿歪晏貪3)
の調査およびデータベースに関する研究
調査

有機合成化学に関する会議出席

『 ペ トラ共同実験』及び『 ジェー ド協力
協定 』に関する討論会出席

原子核理論の研究

国際半乾燥熱帯地域作物研究所理事会出
席及び研究連絡

ホルモンによる発癌機構解析の研究

繊毛・鞭毛運動の機構に関する生物物理
学的研究

1′ 2月 海 外 渡 航 者

学

　

球

　

学

化

　

地
　
　
化

所属  官職

臨 海 教 授

物 理 教 授

″  助教授

″  助 手

教  授

氏  名

小 林 英 司

植 村 泰 忠

和 田 昭 允

鈴 木 増 雄

清 水 詔 光

梅 沢 喜 夫

浜 野 洋 三

島 内 武 彦

渡 航 先 国

イ   ン   ド

アメ リカ合衆国
カ  ナ  グ

アメリカ合衆国

イ   ン   ド

フ ラ ン ス

アメリカ合衆国

プ エル ト リコ
パ  ナ  マ

フ ラ ン ス

連 合 王 国

アメ リカ合衆国

ド イ ツ 連 邦
共  和  国

ス  イ  ス
フ ラ ン ス

イ   ン  ド

アメリカ合衆国

連 合 王 国

渡航期 間

1 8～ 215

1 9～ 1.21

1 25-1 30

1  4-1.20

1  9-630

1 14-1 23

117～ 3 7

2. 6～ 2.16

2.26～ 3  6

2.28～ 3.14

2.20～ 6.20

2.27～ 3.10

2. 5～ 4.30

2.28～ 4.28

化 学 教 授

物 理 教 授

物 理 助教授

地 理 助教授

動 物 助 手

動 物 助 手

向 山 光 昭

小 柴 昌 俊

矢 崎 紘 一

小 堀  巌

守  隆 夫

馬 場 昭 次

-13-



春幕邊秦輛ふ総

―

藍拳暴

響 集 篠 譲
1拳警綺 う甲隅坤暉専摯予申鴨 市

駒饉蹟り斎癬覆爾,島肉武鬱J下郡血正風0二先襲からそれ中 量鮮 ないたよ言:|

嗜た,三鐘馨賭近く機鵡てから,れる方壌に鶏醸いして,コの号を無曇怪城臨
.薦報縣籠攀調爾覗鋒親L為鸞もリー琴かたちを助鶴 教軸 て雫壌ρ普機方から,o御機助

に感謝榛たし糧せヽ‐潟ジ黎亀盤脳副社‐|:萎蜘黎な=ル～
ゼ堰聾輝笥轍 遂謳ヽ篠 警ゞ番した鷺と,お梯懸基

1申 は ぼ毯幌

爾 暴 |:

|口

"1鼈

|
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